
国
際
伝
道
論
研
究
の
総
合
的
な
研
究
が
結
実
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
希
求
し
、
真
宗
学
に
お
け
る
国
際
伝
道
論
研
究
の
研
究
範
囲
、
研

究
目
的
、
研
究
方
法
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
上
で
国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義
を
顕
ら
か
に
し
た
い
。

考
え
る
。

浄
土
真
宗
に
お
け
る
国
際
伝
道
は
一
世
紀
を
越
え
る
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
研
究
は
、
個
々
の
研
究
者
が
個
別
の
問
題
意
識
の
も
と
、

様
々
な
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
国
際
伝
道
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
国
際

伝
道
論
研
究
は
真
宗
伝
道
に
関
す
る
研
究
の
一
分
野
で
あ
る
が
、
同
時
に
真
宗
伝
道
全
体
に
大
き
く
影
響
す
る
研
究
分
野
で
あ
る
と
も

開
設
さ
れ
た
。
実
践
一

と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

二
○
一
八
年
に
は
、
龍
谷
大
学
の
実
践
真
宗
学
研
究
科
が
開
設
一
○
周
年
を
迎
え
る
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
従
来
の
研
究
を
礎
に
、

実
践
真
宗
学
に
お
け
る
様
々
な
研
究
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
二
○
一
六
年
度
よ
り
「
国
際
伝
道
論
研
究
」
と
い
う
講
義
が

開
設
さ
れ
た
。
実
践
真
宗
学
の
研
究
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
、
浄
土
真
宗
の
国
際
伝
道
を
主
と
す
る
研
究
が
、
一
講
義

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

は
じ
め
に

葛
野
洋
明

一

二

五



当
論
文
で
取
り
上
げ
る
国
際
伝
道
に
つ
い
て
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
以
下
「
本
願
寺
派
」
と
略
す
）
の
国
際
伝
道
に
絞
っ
て
検

討
を
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
当
論
文
の
「
二
－
三
当
面
の
研
究
範
囲
」
に
お
い
て
論
及
す
る
。

（
１
）

本
願
寺
派
の
国
際
伝
道
に
関
す
る
歴
史
に
つ
い
て
は
、
概
括
的
で
は
あ
る
が
既
に
整
理
を
し
た
。
こ
こ
で
は
、
国
際
伝
道
論
研
究
に

関
す
る
、
い
ま
ま
で
の
経
緯
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

明
治
期
に
海
外
に
視
察
や
留
学
を
し
て
、
仏
教
学
の
新
し
い
研
究
方
法
を
移
入
し
た
こ
と
も
国
際
伝
道
論
研
究
の
は
じ
ま
り
の
一
つ

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
際
伝
道
論
研
究
が
本
格
化
し
て
き
た
の
は
、
移
民
伝
道
が
活
性
化
し
、
開
教
使
を
養
成
す
る
人
材

養
成
に
伴
っ
て
進
展
し
て
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
国
際
伝
道
が
展
開
さ
れ
て
い
る
現
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
国
の
言
語
を
第
一

言
語
と
す
る
人
を
開
教
使
に
育
て
よ
う
と
、
日
本
へ
の
留
学
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
か
ら
海
外
に
渡
り
開
教
使
と

な
ろ
う
と
す
る
学
生
が
い
て
、
龍
谷
大
学
に
お
い
て
、
多
く
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
や
、
開
教
使
希
望
学
生
を
育
成
し
て
き
た
。
現
在
、

各
開
教
区
で
活
躍
し
て
い
る
実
績
あ
る
開
教
使
の
多
く
が
育
成
さ
れ
た
。

一
九
八
○
（
昭
和
五
五
）
年
度
か
ら
、
龍
谷
大
学
に
「
開
教
使
課
程
」
が
開
設
さ
れ
、
現
在
は
「
特
別
研
修
講
座
」
と
し
て
継
続
的

に
人
材
育
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
国
際
伝
道
論
研
究
の
一
端
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
○
（
昭
和
五
五
）
年
四
月
、
時
同
じ
く
し
て
、
国
際
仏
教
文
化
協
会
宮
司
昌
異
さ
目
一
シ
躬
月
茜
は
目
旦
嗣
昌
今
雪
○
巳
‐

な
お
、
当
論
文
は
「
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
七
一
回
大
会
」
（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
二
月
一
四
日
）
に
お
い
て
、
同
研

究
題
目
に
お
い
て
研
究
発
表
を
行
い
、
質
疑
に
応
答
し
、
ま
た
そ
の
後
に
示
唆
に
富
む
ご
教
導
を
得
た
上
で
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
‐
一
経
緯 国

際
伝
道
論
研
究
の
意
義

一
国
際
伝
道
論
研
究
の
経
緯
と
現
状

一
一
一
一
ハ



（
２
）

冨
扁
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
（
現
恥
公
益
財
団
法
人
）
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
協
会
は
特
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
な
ど
で
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を
聞
信
す
る
人
々
を
、
物
心
両
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

現
在
も
「
ョ
－
ロ
ッ
パ
真
宗
会
議
」
を
継
続
的
に
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
支
援
を
続
け
て
い
る
。

（
３
）

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
に
は
、
国
際
真
宗
学
会
目
篇
冒
庸
目
四
号
ご
巴
誇
の
。
ｇ
画
き
ご
ｏ
孟
冨
ご
団
員
号
尉
易
言
＆
①
の
（
凄
の
閃
望

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
学
会
は
、
浄
土
真
宗
を
中
心
と
し
た
世
界
的
な
学
術
団
体
で
あ
り
、
国
内
外
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
「
国
際
真

宗
学
会
大
会
」
が
継
続
的
に
開
催
さ
れ
、
ま
た
『
弓
言
弔
貝
の
Ｆ
画
呂
』
を
発
刊
し
て
い
る
。

（
４
）

二
○
一
二
（
平
成
二
四
）
年
二
月
一
○
日
に
は
、
本
願
寺
派
に
お
い
て
「
国
際
伝
道
推
進
規
程
」
が
定
め
ら
れ
、
従
来
は
「
海
外
開

教
」
と
称
し
て
活
動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
国
際
伝
道
と
名
称
が
改
め
ら
れ
伝
道
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

浄
土
真
宗
に
お
け
る
国
際
伝
道
は
、
海
外
に
お
け
る
伝
道
を
現
場
と
し
つ
つ
、
そ
の
要
請
を
受
け
て
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
現
場
で

伝
道
に
携
わ
る
開
教
使
を
養
成
す
る
人
材
育
成
の
教
育
を
中
心
に
、
人
的
交
流
を
は
じ
め
文
化
的
側
面
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
国
外
に
限
ら
ず
国
内
外
の
研
究
者
が
様
々
な
視
点
や
方
法
を
も
っ
て
、
学
術
的
研
究
を
進
め
る
よ
う
に
進
展
し
て
き
た
。

妄
《
ｊ
〆
０

（
５
）

本
願
寺
派
の
国
際
伝
道
に
お
い
て
は
、
開
教
区
と
開
教
地
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

開
教
区
は
、
教
団
・
海
外
別
院
・
開
教
区
寺
院
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
団
体
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
開
教
本
部
を
置
い
て
、
開
教
区

の
宗
務
を
総
轄
す
る
開
教
総
長
を
一
人
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
‐
二
現
状

国
際
伝
道
論
研
究
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は
国
際
伝
道
の
現
状
を
本
願
寺
派
の
国
際
伝
道
の
現
実
か
ら
窺
っ
て
お
こ

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

七



開
教
区
・
開
教
地
の
寺
院
数
．
別
院
数
・
事
務
所
数
・
開
教
使
数
・
開
教
使
補
数
・
僧
侶
数
・
護
持
会
員
数
・
信
徒
数
．
法
話
会

（
９
）

（
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
）
数
等
々
の
統
計
的
資
料
が
『
宗
勢
要
覧
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

統
計
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
二
○
○
七
（
平
成
一
九
）
年
以
降
、
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
開
教
地
に
お
い
て
は

二
○
一
六
年
度
か
ら
活
動
を
休
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
場
の
課
題
に
即
応
で
き
う
る
開
教
使
の
養
成
が
求
め
ら
れ
、
従
来
の
「
国
際
真
宗
伝
道
講

（
皿
）

（
皿
）

座
」
に
加
え
て
、
「
国
際
伝
道
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
冒
訂
昌
胃
さ
ロ
巴
三
三
胃
閏
芭
○
国
①
言
異
ご
邑
卑
品
国
目
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
）
」
が
開

（
皿
）

設
さ
れ
た
。
ま
た
、
英
語
圏
に
お
け
る
教
育
の
一
環
と
し
て
「
浄
土
真
宗
英
語
通
信
教
育
］
○
号
淫
冒
の
言
。
○
貝
の
ｇ
ｏ
ａ
の
ロ
ｏ
①

。
○
貝
陥
」
が
実
施
さ
れ
、
開
教
区
を
越
え
て
、
英
語
圏
の
現
役
開
教
使
に
よ
る
相
互
研
鎖
の
「
本
願
寺
国
際
伝
道
研
鐙
会
冒
討
目
甲

庁
さ
ロ
巴
西
○
長
さ
四
昌
○
ぐ
国
の
①
四
の
卑
呂
品
胃
さ
己
同
〆
の
冨
信
①
（
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
」
や
、
本
願
寺
派
に
限
ら
ず
大
谷
派
の
僧
侶
も
含
め
た

相
互
研
鑛
の
「
東
西
本
願
寺
国
際
伝
道
研
鐙
会
（
三
①
の
ご
己
厘
異
国
○
長
言
冨
昌
○
ぐ
①
『
の
３
の
卑
○
冨
遅
言
自
国
×
ｏ
富
岳
①
（
Ｗ
Ｅ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
」
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
人
材
育
成
に
よ
り
一
層
の
力
が
注
が
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
ョ
、

を
展
開
し
て
い
る
。

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

一
二
八

（
６
）

現
在
は
、
北
米
開
教
区
・
カ
ナ
ダ
開
教
区
・
ハ
ワ
イ
開
教
区
・
南
米
開
教
区
の
四
開
教
区
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
開
教
地
は
、
開
教
区
の
ほ
か
に
、
特
に
国
際
伝
道
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
、
開
教
地
と
し
て
指
定

さ
れ
、
開
教
事
務
所
を
置
き
、
開
教
事
務
所
長
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
適
正
な
規
模
に
発
展
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
開
教
区
に
す

（
７
）

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
規
模
が
拡
充
さ
れ
開
教
区
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
地
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
８
）

現
在
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
開
教
地
・
メ
キ
シ
コ
開
教
地
・
台
湾
開
教
地
・
ネ
パ
ー
ル
開
教
地
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
は
浄
土
真
宗
を
聞
信
す
る
念
仏
者
が
存
在
し
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
間
法
・
伝
道
活
動



既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
五
）
年
度
よ
り
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
開
教
使
課
程
に
お
け
る
受
講
者
数
は
、
二

七
七
名
を
数
え
る
。
開
教
使
課
程
を
受
講
し
た
後
に
、
本
願
寺
派
の
開
教
使
に
任
命
さ
れ
る
た
め
の
研
修
課
程
で
あ
る
国
際
伝
道
講
座

を
受
講
し
た
の
が
、
三
四
名
を
数
え
る
。
そ
の
中
二
八
名
が
実
際
に
開
教
使
と
し
て
任
命
さ
れ
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
龍
谷
大
学

の
開
教
使
課
程
で
学
ん
だ
学
生
で
開
教
使
を
目
指
し
た
者
の
任
命
・
派
遣
率
は
、
八
二
％
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
開
教

使
と
し
て
任
命
・
派
遣
さ
れ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
伝
道
に
つ
い
て
学
ん
だ
学
生
が
多
数
い
る
こ
と
は
、
国
際
伝
道
論
研
究
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
と
言
え
る
。
今
後
は
開
教
使
の
養
成
に
限
ら
ず
、
国
際
伝
道
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
と
し
て
教
育
課
程

（
過
）

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
て
、
通
常
の
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
文
学
研
究
科
・
実
践
真
宗
学
研
究
科
の
「
真
宗
伝
道
学
特
殊
研
究
」
と
し
て

渡
米
し
学
修
す
る
講
義
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
修
士
課
程
以
上
の
院
生
が
事
前
研
究
を
踏
ま
え
て
、
国
際
伝
道
の
現
地
に
赴
き
、
開
教

使
や
護
持
会
員
・
信
徒
な
ど
国
際
伝
道
の
当
事
者
か
ら
の
講
義
を
受
講
し
た
り
、
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
実
際
に
体
感
で
き

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
事
後
に
は
講
義
の
記
録
を
ま
と
め
、
各
自
の
ふ
り
か
え
り
を
ま
と
め
て
冊
子
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

て
お
こ
う
。

究
で
あ
る
。

ま
た
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
に
お
い
て
、
二
○
一
六
（
平
成
二
八
）
年
度
か
ら
、
「
国
際
伝
道
論
研
究
」
が
開
設
さ
れ
、
講
義
担
当

者
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
学
院
に
お
け
る
講
義
で
は
単
な
る
開
教
使
と
し
て
の
人
材
育
成
で
は
な
く
、
国
際
化
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
に
お
け
る
伝
道
論
の
研
究
と
し
て
、
そ
の
理
論
と
方
法
を
研
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
国
際
伝
道
論
研
究
は
、
龍
谷
大
学
に
お
け
る
教
育
に
伴
い
研
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
現
状
を
概
観
し

お
こ
う
。
ま
ず
は
、
何
を
お
い
て
も
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
開
教
使
の
育
成
に
関
す
る
特
別
研
修
講
座
に
お
け
る
教
育
に
伴
う
研

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

一

二

九



国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
浄
土
真
宗
の
伝
道
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
異
言
語
・
異
文
化

の
世
界
に
い
る
人
び
と
へ
伝
道
す
る
国
際
伝
道
は
、
課
題
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
課
題
に
実
践
的
に
対
応
し
て
い
る
。
国
際
化
・
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
「
従
来
の
価
値
観
と
異
な
る
価
値
観
と
の
交
際
」
と
考
え
る
と
、
単
に
国
外
に
お
け
る
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
国
内
に

お
け
る
伝
道
も
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
同
様
の
課
題
が
現
れ
て
い
る
。
「
国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
「
異
な
る
価
値
観
と
の
交
際
」

「
異
文
化
・
異
言
語
間
に
お
け
る
伝
道
」
等
を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
講
義
し
、
国
際
伝
道
論
・
現
代
に
お
け
る
伝
道
論
に
つ
い
て
考

究
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
義
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
、
国
際
伝
道
に
携
わ
る
実
践
者
・
有
識
者
に
登
壇
・
講
義
し
て

い
た
だ
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
質
疑
応
答
を
行
っ
て
い
る
。
更
に
来
学
者
に
よ
る
特
別
講
義
な
ど
も
計
画
し
、
国
際
伝
道
に
直
接
携
わ

（
皿
）

る
実
践
者
・
有
識
者
か
ら
の
講
義
を
受
講
し
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
宗
教
実
践
実
習
の
一
環
と
し
て
「
宗
教
間
対
話
実
習
」
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
宗
教
研
究
所
）
に
よ
る
、
「
日
本
の
諸
宗
教
研
修
と
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
旨
毎
局
吊
后
さ
ロ
の
聾
呂
尉
の
言
苛
冨
口
卑
品
国
日

（
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
）
」
の
一
環
と
し
て
、
龍
谷
大
学
を
訪
れ
て
日
本
文
化
や
日
本
の
宗
教
・
仏
教
を
学
ぼ
う
と
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に

育
っ
た
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
地
方
か
ら
の
留
学
生
に
対
し
て
、
い
か
に
し
て
他
宗
教
の
方
と
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
実
践

（
巧
）

的
に
宗
教
間
対
話
を
実
習
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
個
人
的
な
研
究
と
し
て
は
、
龍
谷
大
学
の
交
換
留
学
に
よ
っ
て
米
国
仏
教
大
学
院
に
お
い
て
受
講
す
る
院
生
も
お
り
、
実
践

真
宗
学
研
究
科
の
宗
教
実
践
実
習
に
お
い
て
、
海
外
寺
院
へ
の
調
査
を
行
う
院
生
も
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
龍
谷
大
学
の
講
義
や
実
習
に
伴
っ
て
、
国
際
伝
道
論
研
究
は
促
進
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

大
学
の
講
義
に
伴
う
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
本
願
寺
派
に
お
け
る
聖
典
の
翻
訳
事
業
に
よ
り
『
英
訳
親
鶯
聖
人
著
作
集
目
房
。
巳
，

庁
Ｒ
ａ
三
日
房
呉
の
国
三
罰
捧
ｚ
』
や
『
浄
土
三
部
経
』
『
御
文
章
』
の
英
訳
な
ど
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
も
進
め
ら

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

○



二
‐
一
「
国
際
」
の
意
図
す
る
こ
と

さ
て
、
国
際
伝
道
と
い
う
言
葉
が
海
外
開
教
と
い
う
こ
と
か
ら
発
展
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
既
に
顕
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
国
際
と

い
う
用
語
も
注
意
が
必
要
な
用
語
で
あ
る
。
理
解
の
共
通
を
は
か
る
た
め
、
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

も
と
も
と
国
際
と
い
う
用
語
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
言
葉
の
訳
語
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
複
数
の
国
家
に
関
わ
る
と
い

う
、
国
家
間
に
お
け
る
交
際
と
い
う
意
味
が
元
来
あ
っ
た
。
現
在
よ
く
用
い
ら
れ
る
用
例
で
は
国
家
間
の
交
際
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
世
界
的
な
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
国
際
伝
道
論
研
究
と
い
う
場
合
の
国
際
は
、
そ
の
言
葉
の
元
来
の
意
味
よ
り

も
、
「
包
括
的
」
「
全
体
的
」
「
地
球
規
模
」
な
ど
を
意
味
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
や
、
「
全
部
の
」
「
万
人
共
通
の
」
「
普
遍
的
な
」
な
ど
を
意

味
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ど
と
い
う
言
葉
に
近
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
現
在
は
国
外
に
お
け
る
伝
道
を
考
え
て

い
る
の
で
国
際
の
用
語
で
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
、
国
の
内
外
に
わ
た
り
、
万
人
に
普
遍
的
な
伝
道
を
研
究
し
い
く
こ

と
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
は
「
普
遍
的
伝
道
論
研
究
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
伝
道
論
研
究
）
」
な
ど
と
名
称
が
変
更
さ
れ
て
い

く
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

い
ま
国
際
伝
道
論
研
究
と
い
う
の
も
、
決
し
て
国
家
間
の
交
際
な
ど
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
国
外
に
お
け
る
伝
道
、
そ
れ
を
通
し

こ
の
よ
う
に
、
国
際
伝
道
論
研
究
は
、
海
外
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道
と
い
う
実
践
の
現
場
を
も
ち
つ
つ
、
実
践
者
の
育
成
と
い

う
大
き
な
要
請
に
応
じ
つ
つ
も
、
単
に
開
教
使
育
成
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
進
展
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

れ
て
い
る
。
仏
教
伝
道
教
会
に
Ｌ

イ
ッ
語
訳
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

仏
教
伝
道
教
会
に
よ

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

る
英
訳
作
業
も
進
め
ら
れ
、
ド
イ
ツ
で
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
惠
光
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
ド

二
国
際
伝
道
論
研
究
の
研
究
範
囲

一
一
一
一
一



ま
た
歴
史
的
視
点
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
釈
尊
在
世
時
か
ら
現
在
、
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
る
長
大
な
範
囲
に
お
い
て
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
伝
道
の
論
理
的
根
拠
を
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
、
つ
ま
り
悟
り
の
必
然
的
展
開
に
お
く
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
、

地
域
や
時
代
を
超
え
て
研
究
対
象
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

現
在
に
お
け
る
国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
か
ら
考
え
る
と
、
浄
土
真
宗
の
み
で
は
な
く
、
仏
教
他
派
の
国
際
伝
道
と
の
交
際
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
仏
教
に
限
ら
ず
日
本
の
宗
教
団
体
と
の
交
際
を
勘
案
す
る
と
、
研
究
範
囲
は
更
に
拡
大
す
る
。
そ
も
そ
も

釈
尊
以
降
の
仏
教
伝
来
を
振
り
返
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
や
文
化
と
の
交
流
が
あ
り
つ
つ
、
仏
教
が
定
着
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、

世
界
の
宗
教
や
文
化
な
ど
に
も
研
究
は
及
び
、
そ
の
範
囲
は
広
大
な
も
の
と
な
る
。

え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
イ
）

究
範
囲
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

て
国
内
に
お
け
る
伝
道
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
と
い
う
意
味
に
大
様
に
捉
え
て
お
き
た
い
。

こ
の
こ
と
は
決
し
て
奇
異
な
こ
と
で
は
な
く
、
浄
土
真
宗
の
救
い
の
対
象
が
あ
ら
ゆ
る
い
の
ち
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
国
籍

や
人
種
・
性
別
・
職
業
・
学
歴
・
言
語
・
文
化
・
所
属
組
織
等
の
、
各
自
の
属
性
な
ど
一
切
問
わ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
至
極
当
然
で

あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
反
顕
す
る
と
現
在
に
至
る
ま
で
、
救
い
の
対
象
が
あ
ら
ゆ
る
い
の
ち
あ
る
も
の
と
知
り
な
が
ら
、
国
や
言
語
・

文
化
等
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
伝
道
の
困
難
さ
を
思
い
、
積
極
的
に
伝
道
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
至
ら
な
さ
に
思
い

を
致
し
反
省
の
念
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。

二
‐
二
最
大
の
研
究
範
囲

国
際
伝
論
研
究
の
範
囲
を
最
大
限
広
く
考
え
る
な
ら
ば
、
釈
尊
の
初
転
法
輪
以
降
の
す
べ
て
の
仏
教
伝
播
が
そ
の
最
大
な
範
囲
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
・
西
域
・
中
国
・
日
本
へ
の
伝
播
と
い
う
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
国
際
伝
道
論
の
研

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

一
一
一
一
一
一



国
際
伝
道
論
研
究
の
研
究
範
囲
を
最
大
の
範
囲
で
考
え
て
お
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
研
究
を
実
質
的
に
進
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
当
面
の
研
究
範
囲
を
絞
り
込
む
こ
と
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
る
。

地
域
的
に
は
「
浄
土
真
宗
と
い
う
教
え
が
伝
わ
っ
て
い
る
範
囲
」
つ
ま
り
現
在
の
開
教
区
、
開
教
地
等
、
念
仏
者
が
存
在
す
る
地
域
、

あ
る
い
は
伝
道
を
展
開
さ
せ
よ
う
と
す
る
地
域
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
時
代
的
に
は
、
浄
土
真
宗
が
海
外
に
開
教
を
展
開
し
始
め
た
明

治
初
頭
か
ら
現
在
、
ま
た
現
在
か
ら
近
い
将
来
を
範
囲
と
す
る
べ
き
か
と
考
え
る
。
そ
の
中
で
も
研
究
目
的
に
相
応
し
い
研
究
範
囲
を
、

更
に
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
研
究
が
進
む
。
し
か
し
そ
の
際
に
も
最
大
の
研
究
範
囲
の
な
か
、
い
ま
ど
の
範
囲
を
抽
出

し
研
究
し
て
い
る
の
か
と
い
う
視
野
を
持
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
国
際
伝
道
論
研
究
全
体
に
お
け
る
位
置
付
け
を
見
失
う
こ
と
に
な
る

国
際
伝
道
論
研
究
の
個
別
の
研
究
目
的
を
、
概
括
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
項
目
を
並
べ
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
全
て

の
研
究
目
的
を
網
羅
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
更
に
細
や
か
な
研
究
目
的
を
立
て
て
研
究
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
従

来
の
国
際
伝
道
に
関
す
る
研
究
業
績
を
窺
う
と
、
ま
さ
に
多
岐
に
わ
た
る
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
国
際
伝
道
論
研
究
の
全
体
に
お
け

る
位
置
付
け
な
ど
が
わ
か
り
に
く
い
傾
向
が
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。

一
度
、
大
き
な
視
野
か
ら
国
際
伝
道
論
研
究
の
全
体
的
な
研
究
目
的
を
並
べ
、
一
つ
一
つ
の
研
究
が
ど
こ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か

を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
こ
こ
に
示
す
の
は
、
そ
の
一
試
案
で
あ
る
。

可
能
性
が
高
い
。

二
‐
三
当
面
の
研
究
範
囲

最
大
限
の
研
究
範
囲
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
伝
道
に
関
す
る
個
々
の
事
例
を
個
別
の
視
点
で
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

三
研
究
目
的

一
一
一
一
一
一
一
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一

一
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四
一

一

一

四
一

一

四

一

一

一

四

一

一

四

一

一

四
｜

一

四
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
研
究

一
二
－
一
一

一
二
－
一

三

五

二
‐
四
僧
侶
、
開
教
使
の
歴
史
的
側
面

一
一
’
一
二

一
一
’
一
一

一
一
’
一

一
一
一

社
会
的
側
面
に
関
す
る
研
究

教
学
的
課
題
に
関
す
る
研
究

歴
史
的
側
面
に
関
す
る
研
究

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

異
文
化
間
伝
道
の
研
究

異
言
語
間
伝
道
の
研
究

護
持
会
員
・
信
徒
の
社
会
的
側
面

当
該
国
・
当
該
地
域
・
文
化
な
ど
の
社
会
的
側
面

護
持
会
員
・
信
徒
の
歴
史
的
側
面

別
院
・
寺
院
史

教
団
史

地
域
別
歴
史

専
門
用
語
の
翻
訳

異
文
化
と
の
交
流

異
文
化
と
の
峻
別

法
味
の
表
現
方
法
の
研
究

翻
訳
の
研
究

四



四
‐
四
‐
二

四
‐
四
‐
一

四
‐
四
当
該
国
に
お
け
る
宗
教
法
人
活
動
の
研
究

四

一

一

一

一

一

四

一

一

一

四

一

一

一

四
一

一

一

一

一

一

四
一

一

一

一

一

四
‐
四
’
三
‐
三

四
‐
四
‐
三
‐
二

四
‐
四
‐
三
上

四
‐
四
’
三

四
‐
四
‐
五
布
教
伝
道
者
育
成
の
研
究

四
‐
四
‐
四
‐
二

四
’
四
‐
四
‐
一

四
‐
四
‐
四
念
仏
者
育
成
の
研
究

四
‐
四
‐
五
‐
二

四
‐
四
’
五
‐
一

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

他
宗
教
・
他
思
想
と
の
交
際
・
対
話
に
関
す
る
研
究

寺
院
運
営
の
研
究

寺
院
活
動
の
研
究

教
団
運
営
の
研
究

特
定
の
帰
属
意
識
の
な
い
思
想
と
の
交
際
・
対
話

特
定
の
帰
属
意
識
が
あ
る
宗
教
・
思
想
と
の
交
際
・
対
話

変
異
と
温
存

特
徴
の
強
調

役
員
（
理
事
・
委
員
長
・
会
長
等
）
の
育
成

地
域
貢
献
活
動
等

法
要
・
法
座

開
教
使
補
の
育
成

開
教
使
の
育
成

日
曜
学
校

日
曜
学
校
教
師
の
育
成

五



五
念
仏
者
の
人
格
的
側
面
の
研
究

こ
の
よ
う
に
試
案
を
提
示
し
て
み
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
全
て
の
項

目
を
提
示
す
る
こ
と
は
煩
雑
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
「
一
教
学
的
課
題
に
関
す
る
研
究
」
「
二
歴
史
的
側
面
に
関
す
る
研
究
」
「
三

社
会
的
側
面
に
関
す
る
研
究
」
「
四
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
研
究
」
「
五
念
仏
者
の
人
格
的
側
面
の
研
究
」
の
大
き
な
項
目

に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
じ
て
お
こ
う
。

「
一
教
学
的
課
題
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い
て
。

い
わ
ゆ
る
教
学
史
的
研
究
で
あ
る
。
国
際
伝
道
論
研
究
に
限
ら
ず
真
宗
伝
道
学
の
研
究
に
お
い
て
も
、
最
も
重
要
な
研
究
項
目
で
あ

り
、
教
学
的
側
面
に
お
け
る
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
、
国
際
伝
道
論
研
究
は
成
立
し
な
い
。

特
に
国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
で
は
、
当
該
国
や
地
域
の
在
来
の
宗
教
と
の
相
異
点
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
に
キ
リ
ス
ト

教
を
宗
教
的
背
景
に
持
つ
国
や
地
域
で
は
、
他
力
浄
土
門
の
浄
土
真
宗
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
亜
流
の
如
く
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
る
。
仏
教
と
し
て
の
特
徴
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
と
い
え
ば
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
思
潮
の
中
で
、

浄
土
真
宗
の
念
仏
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
な
ど
、
教
学
的
課
題
に
対
す
る
応
答
は
、
浄
土
真
宗
の
教
義
を
基
と
し
て

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
教
学
的
課
題
に
関
す
る
研
究
は
怠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
二
歴
史
的
側
面
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い
て
。

国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
は
、
歴
史
的
背
景
に
支
え
ら
れ
て
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
当
該
国
や
地
域
の
地
域
別
歴
史
を
研
究
す
る
こ

と
。
ま
た
教
団
が
設
立
さ
れ
て
い
る
開
教
区
な
ど
で
は
、
既
に
一
世
紀
を
越
え
る
歴
史
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
の
教

団
を
支
え
て
き
た
先
達
の
苦
労
や
、
そ
の
時
々
の
時
流
に
い
か
に
対
応
し
て
き
た
か
を
研
究
す
る
こ
と
。
ま
た
各
地
に
建
立
さ
れ
た
別

院
や
仏
教
会
は
、
切
実
な
思
い
か
ら
納
め
ら
れ
た
護
持
会
員
や
信
徒
の
懇
志
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寺
院

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

’
一
二
一
ハ



等
へ
の
所
属
意
識
が
大
変
高
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
別
院
や
寺
院
の
歴
史
的
側
面
の
研
究
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
開
教
使
も
護
持
会
員
数
も
信
徒
数
も
少
な
く
、
歴
史
的
に
も
浅
い
国
際
伝
道
の
現
場
で
は
、
そ
の
実
践
に
関
わ
る
一
人
一
人

の
言
動
が
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
人
一
人
の
歴
史
的
側
面
が
そ
の
ま
ま
、
念
仏
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
日
系

社
会
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
看
過
で
き
な
い
研
究
目
的
の
一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
三
社
会
的
側
面
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い
て
。

キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
社
会
貢
献
な
ど
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
ブ
デ
ィ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
日
系
社
会
の
な
か
で
維
持
さ
れ
て
い
る
寺
院
が
多
く
、
日
系
社
会
に
対
す
る
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
少
数
派

と
し
て
生
き
る
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会
的
側
面
に
関
す
る
研
究
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
社
会
的
側
面
に
関
す
る
項
目
は
、
周
辺
社
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
、
時
流
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
に
偏
り
過
ぎ
て
し
ま
う
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
教
学
的
側
面
に
関
す
る
研
究
で
培
わ
れ
て

き
た
研
究
業
績
を
礎
に
し
て
、
浄
土
真
宗
と
い
う
教
え
を
確
固
た
る
基
と
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

「
四
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い
て
。

国
際
伝
道
論
研
究
の
ま
さ
に
具
体
的
・
実
践
的
な
研
究
目
的
で
あ
る
。
異
言
語
・
異
文
化
・
他
宗
教
と
の
交
際
の
な
か
で
実
践
さ
れ

る
国
際
伝
道
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
ま
た
、
寺
院
等
に
よ
る
伝
道
だ
け
が
国
際
伝
道

で
は
な
い
が
、
や
は
り
寺
院
等
を
中
心
と
し
て
、
伝
道
が
実
践
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
の
寺
院
等
の
運
営
、
そ
こ
に
関
わ

る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
さ
に
国
際
伝
道
の
肝
要
と
も
い
え
る
研
究
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
成
果
に
も
、
こ
の
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
研
究
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
様
な
側
面
を
も
っ
て
い
る

の
で
、
個
々
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
て
も
総
合
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
特
に
伝
道
の
実
践
的
側

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

七



国
際
伝
道
論
研
究
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
相
応
の
研
究
方
法
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
既
に
行
わ
れ

て
い
る
研
究
方
法
を
基
に
国
際
伝
道
論
研
究
の
研
究
方
法
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
並
べ
た
だ
け
が
、
全
て
の
研
究

方
法
を
網
羅
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
他
の
学
問
分
野
と
学
際
的
な
研
究
の
上
で
、
更
な
る
研
究
方
法
が
考
案
さ
れ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
実
践
真
宗
学
の
研
究
方
法
が
、
模
索
さ
れ
つ
つ
進
捗
し
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

面
は
、
現
場
で
伝
道
に
携
わ
る
人
々
の
宗
教
的
実
践
と
乖
離
し
て
い
て
は
意
味
が
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
実
践
者
と
研
究
者

の
協
力
が
最
も
重
要
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

「
五
念
仏
者
の
人
格
的
側
面
の
研
究
」
に
つ
い
て
。

上
記
の
項
目
は
研
究
目
的
を
体
系
化
し
あ
る
い
は
分
類
化
し
て
並
べ
て
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
国
際
伝
道
に
限
ら
ず
、
宗
教
は
人
間

の
究
極
的
関
心
事
に
直
接
し
、
究
極
的
に
解
決
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
が
伝
道
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
研
究
す
る
の
に
、
分
類

化
し
て
一
つ
一
つ
の
項
目
を
単
発
的
に
研
究
す
る
こ
と
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
様
々
な
研
究
目
的
が
有
機
的
・
重
層
的
に
関
連
し

あ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
国
際
伝
道
の
実
践
の
実
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
体
系
化
し
分
類
化
を
し
て
細
分
化
し
た
研
究
目
的
を
持
つ
こ
と
と

同
時
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
宗
教
、
一
人
の
人
間
に
対
し
て
法
が
伝
わ
る
と
い
う
伝
道
を
研
究
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
念
仏
者
の

一
人
一
人
の
人
格
全
体
か
ら
の
研
究
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

希
有
な
る
念
仏
者
が
世
界
各
地
に
実
在
し
て
い
る
。
そ
の
人
自
身
の
人
格
を
一
人
の
人
物
と
し
て
統
合
的
ま
た
総
合
的
に
研
究
す
る

こ
と
も
国
際
伝
道
論
研
究
に
お
い
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
研
究
目
的
の
一
つ
と
考
え
る
。

一
文
献
に
よ
る
研
究
方
法

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

四
研
究
方
法

八



一
‐
一
聖
教
を
中
心
と
し
た
文
献
に
よ
る
教
義
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法

一
‐
二
歴
史
資
料
を
中
心
と
し
た
文
献
に
よ
る
歴
史
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法

一
‐
三
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
新
聞
・
Ｈ
Ｐ
記
事
等
の
文
献
に
よ
る
社
会
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法

一
‐
四
各
寺
院
の
Ｈ
Ｐ
情
報
・
寺
報
等
の
文
献
に
よ
る
伝
道
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法

二
調
査
分
析
に
よ
る
研
究
方
法

二
‐
一
客
観
的
調
査
分
析
研
究
方
法

二
‐
一
‐
一
量
的
調
査

二
‐
一
‐
一
‐
一
調
査
方
法

二
‐
一
‐
一
－
一
‐
一
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
法

二
‐
一
‐
一
－
一
－
二
面
接
調
査
法

二
‐
一
‐
一
－
一
‐
三
電
話
調
査
法

二
‐
一
‐
一
－
一
‐
四
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
法

一
〒
一
‐
一
‐
二
分
析
方
法

二
‐
一
‐
一
－
一
〒
一
統
計
的
分
析

二
‐
一
‐
一
‐
二
‐
二
因
子
分
析

二
‐
一
‐
二
質
的
調
査

二
‐
一
‐
二
‐
一
調
査
方
法

二
‐
一
‐
二
‐
一
‐
一
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

九



ま
ず
何
よ
り
、
「
一
文
献
に
よ
る
研
究
方
法
」
の
「
一
‐
一
聖
教
を
中
心
と
し
た
文
献
に
よ
る
教
義
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法
」

「
一
‐
二
歴
史
資
料
を
中
心
と
し
た
文
献
に
よ
る
歴
史
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法
」
は
、
最
も
基
本
で
あ
り
重
要
な
研
究
方
法
で
あ

る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
従
来
の
研
究
も
こ
の
研
究
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

「
二
調
査
分
析
に
よ
る
研
究
方
法
」
の
「
二
‐
一
客
観
的
調
査
分
析
研
究
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
を

訪
れ
、
そ
の
実
態
を
見
聞
き
し
た
上
で
様
々
な
報
告
や
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
際
伝
道
論
研
究
は
、
机
上
の
み
の
研
究
で
は
な
く

伝
道
と
い
う
実
践
の
現
場
を
も
ち
つ
つ
、
乖
離
す
る
こ
と
な
く
進
め
る
べ
き
研
究
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
研
究
方
法
は
更
に
向
上

二
‐
一
‐
二
‐
二
‐
一
逐
語
記
録
か
ら
の
分
析

二
‐
－
－
ニ
ー
ニ
ー
ニ
動
画
・
音
声
・
写
真
等
の
複
合
的
記
録
か
ら
の
分
析

二
‐
二
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法

こ
の
よ
う
に
試
案
を
提
示
し
て
み
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
全

て
の
項
目
を
提
示
す
る
こ
と
は
煩
雑
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
研
究
方
法
に
つ
い
て
言
及
し
、
特
に
従
来
の
研
究
に

は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
今
後
の
研
究
に
是
非
と
も
取
り
上
げ
る
べ
き
研
究
方
法
と
考
え
ら
れ
る
三
点
に
つ
い
て
論
及
し

て
お
き
た
い
。

二
‐
一
‐
二
‐
一
‐
二
参
与
壺

二
‐
一
‐
二
‐
二
分
析
方
法

二
‐
一
‐
二
‐
一
‐
一
‐
一
非
構
造
化

二
‐
一
‐
二
‐
一
‐
一
‐
二
半
構
造
化

二
‐
一
‐
二
‐
一
‐
一
‐
三
構
造
化

二
‐
一
‐
二
‐
一
‐
二
参
与
観
察

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

一
四
○



二
‐
三
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
新
聞
・
Ｈ
Ｐ
記
事
等
の
文
献
に
よ
る
社
会
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法
」
に
つ
い
て
。

当
論
文
に
お
い
て
は
本
願
寺
派
の
国
際
伝
道
に
絞
っ
て
検
討
し
て
き
た
が
、
国
際
伝
道
の
実
際
の
現
場
は
、
当
該
の
国
や
地
域
の
社

会
に
根
付
い
て
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
国
や
地
域
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
情
報
を
収
集
し
、
分
析
や
分
類
を
行
っ
て
、
情
報
共
有
の

た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
な
ど
の
研
究
方
法
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
進
展
し
て
い
る
伝
道
を
研
究
す
る
上
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

本
願
寺
派
以
外
の
と
こ
ろ
で
ゞ
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
、
浄
土
真
宗
が
ど
れ
ほ
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
か

な
ど
、
世
間
一
般
の
認
知
度
や
関
心
度
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
社
会
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
社
会

的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法
を
等
閑
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
べ
き
研
究
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
一
‐
四
各
寺
院
の
Ｈ
Ｐ
情
報
・
寺
報
等
の
文
献
に
よ
る
伝
道
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法
」
に
つ
い
て
。

国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
に
お
い
て
は
、
各
教
団
、
寺
院
等
、
開
教
使
や
僧
侶
、
ま
た
護
持
会
員
ま
で
も
が
、
文
字
通
り
寝
食
を
忘

れ
る
ほ
ど
に
力
を
注
ぎ
、
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。
教
団
や
寺
院
等
か
ら
多
く
の
情
報
が
、
Ｈ
Ｐ
情
報
や
、
寺
報
発
送
な
ど
に
よ
っ

て
発
信
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
情
報
を
ど
れ
だ
け
綿
密
に
精
査
し
、
検
討
し
、
ま
た
分
類
の
う
え
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
し
て
分
析
す
る
な
ど

の
研
究
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
あ
る
程
度
の
情
報
の
収
集
は
本
願
寺
派
の
組
織
体
の
な
か
で
で
も
行
わ
れ
て

さ
せ
る
べ
き
重
要
な
研
究
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
て
、
従
来
の
国
際
伝
道
論
研
究
に
お
い
て
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
方
法
で
、
今
後
の
研
究
に
是
非
と
も
取

り
上
げ
る
べ
き
研
究
方
法
に
つ
い
て
、
論
及
し
て
み
た
い
。

「
一
‐
三
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
新
聞
・
Ｈ
Ｐ
記
事
等
の
文
献
に
よ
る
社
会
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法
」
と
「
一
‐
四
各
寺
院
の
Ｈ
Ｐ

情
報
・
寺
報
等
の
文
献
に
よ
る
伝
道
的
側
面
か
ら
の
研
究
方
法
」
と
「
二
‐
二
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
三
点
の
研
究
方
法

で
あ
る
。

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義
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い
る
が
、
全
体
的
な
情
報
の
収
集
、
分
類
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
・
分
析
な
ど
に
よ
る
、
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ

一
つ
力
を
注
い
で
作
製
し
広
報
さ
れ
た
情
報
な
ど
を
、
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
に
蓄
積
し
大
き
な
研
究
資
料
と
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

研
究
に
お
い
て
是
非
と
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
研
究
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
二
‐
二
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
に
つ
い
て
。

最
後
に
今
後
の
国
際
伝
道
論
研
究
に
お
い
て
、
是
非
と
も
取
り
上
げ
る
べ
き
研
究
方
法
と
考
え
る
の
が
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法

（
略
）

で
あ
る
。
こ
の
研
究
方
法
は
既
に
論
じ
た
の
で
詳
細
は
省
く
が
、
「
二
‐
一
客
観
的
調
査
分
析
研
究
方
法
」
が
、
実
践
を
客
観
的
調
査

に
よ
っ
て
分
析
す
る
研
究
方
法
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ニ
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
は
、
研
究
者
自
身
が
自
ら
主
体

的
に
実
践
し
て
、
分
析
を
行
い
研
究
す
る
方
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
際
伝
道
論
研
究
は
、
国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
を
離
れ
た
研
究
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
現
場
に
身
を
置
き
、
実

際
に
主
体
的
に
実
践
す
る
な
か
で
初
め
て
見
え
て
く
る
課
題
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
課
題
の
克
服
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
場
で
主

体
的
に
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
研
究
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
従
来
の
国
際
伝
道
論
研
究
に
お
い
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
研
究
方
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
決
定
的
な
理
由
が
あ
る
。
国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
で
主
体
的
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
開
教
使
と
し
て

任
命
・
派
遣
さ
れ
日
々
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
開
教
使
の
活
動
を
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
論
じ
て
き
た
最
大
の
研
究
範
囲
を

意
識
し
つ
つ
、
当
面
の
研
究
範
囲
を
絞
り
込
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
目
的
を
概
観
し
て
、
し
か
も
焦
点
を
絞
っ
た
研
究
目
的
を
立
て
て
、

相
応
す
る
研
究
方
法
を
用
い
て
学
術
的
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
研
究
方
法
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
な
ら
、
国
際
伝
道
論
研
究
を
進
め
て
み
て
も
、
結
局
は
実
践
の

現
場
と
乖
離
し
た
も
の
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
。

国
際
伝
道
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研
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こ
こ
ま
で
国
際
伝
道
論
研
究
の
研
究
範
囲
、
研
究
目
的
、
研
究
方
法
に
つ
い
て
、
概
括
的
で
は
あ
っ
た
が
論
じ
て
き
た
。
上
記
の
論

述
を
通
し
て
、
国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義
を
論
じ
て
お
き
た
い
。

国
際
伝
論
研
究
に
つ
い
て
、
既
に
多
く
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
術
的
特
徴
を
発
揮
さ
せ
、
個
性
的
な
研
究
業
績
を
公
開
し
て
き

そ
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
一
案
は
、
主
体
的
実
践
す
る
当
事
者
と
同
等
の
能
力
を
も
ち
、
同
等
の
経
験
を
共
有
し
、
主
体
的
実

践
者
と
撤
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
時
に
は
実
践
に
参
与
し
な
が
ら
も
、
学
術
的
な
研
究
を
押
し
進
め
る
こ
と
の
で
き
る
研
究
者
の

育
成
と
そ
の
研
究
体
制
の
確
立
で
あ
る
。

現
実
的
に
は
そ
の
よ
う
な
研
究
者
の
育
成
は
為
し
得
て
い
な
い
し
、
体
制
も
確
立
し
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
可
能
性
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
北
米
開
教
区
に
は
浄
土
真
宗
セ
ン
タ
ー
に
仏
教
大
学
院
が
あ
り
、
教
育
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
願
寺
派
が

開
教
本
部
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
す
る
計
画
な
ど
を
耳
に
す
る
と
、
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
を
取
り
入
れ
た
、

国
際
伝
道
論
研
究
が
進
展
す
る
兆
し
と
考
え
た
い
。

主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
の
モ
デ
ル
と
し
た
教
育
学
に
お
け
る
「
実
践
研
究
」
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
っ
た
。
主
体
的
に

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
深
く
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
客
観
的
、
学
術
的
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
も

こ
れ
ら
の
個
別
に
研
究
さ
れ
て
き
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
国
際
伝
道
論
研
究
を
総
合
的
に
概
括
す
る
こ
と
を
試
み
、
最
大
の
研

究
範
囲
や
、
多
種
多
様
に
わ
た
る
研
究
目
的
、
ま
た
多
様
な
研
究
方
法
を
並
べ
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
は
単
に
概
括
的
な
視
点
を
持
つ
こ

た
0

の
で
あ
っ
た
。国

際
伝
道
論
研
究
の
意
義
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と
に
止
ま
ら
ず
、
個
々
の
研
究
が
国
際
伝
道
論
研
究
の
全
体
に
お
い
て
、
い
か
な
る
位
置
付
け
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
研
究
範
囲
、
研

究
目
的
、
研
究
方
法
の
妥
当
性
を
改
め
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
、
国
際
伝
道
は
開
教
使
と
し
て
任
命
さ
れ
、
海
外
の
寺
院
に
派
遣
さ
れ
る
者
だ
け
が
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た

感
が
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
が
、
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
研
究
者
の
育
成
と
そ
の
研
究
体

制
の
確
立
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
目
的
の
具
体
的
事
例
を
こ
の
論
文
上
で
は
検
討
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
事
例
を
検
討
す
る
と
、

国
際
伝
道
論
研
究
が
研
究
対
象
と
し
て
持
ち
続
け
る
、
国
際
伝
道
の
実
践
の
現
場
に
お
け
る
課
題
は
、
日
本
国
内
の
現
代
お
け
る
伝
道

の
課
題
と
類
似
性
や
親
和
性
を
も
っ
て
お
り
、
浄
土
真
宗
の
伝
道
に
お
け
る
課
題
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
い
ま
具
体
的
事
例
を
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
し
な
い
が
、
現
代
日
本
に
お
け
る
伝
道
の
課
題
で
あ
る
過
疎
化
地
域
の
寺
院
と

そ
の
伝
道
活
動
な
ど
は
、
ハ
ワ
イ
な
ど
の
仏
教
会
で
は
更
に
顕
著
な
状
況
と
な
り
つ
つ
も
伝
道
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
都
市
部
に
お
い
て
い
ま
ま
で
仏
縁
な
か
っ
た
方
に
、
な
ん
と
か
仏
法
に
遇
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
様
々
に
実
践
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
も
、
異
言
語
・
異
文
化
。
異
な
っ
た
宗
教
背
景
の
社
会
の
な
か
で
、
開
教
を
実
践
し
て
い
る
海
外
寺
院
の
活
動
は
、
更
に

厳
し
い
状
況
の
な
か
で
実
践
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
様
化
す
る
社
会
の
様
々
な
問
題
に
対
し
て
、
仏
教
徒
と
し
て
、
浄
土
真
宗
の
念
仏
者
と
し
て
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
国
際
伝

道
の
実
践
の
現
場
は
、
宗
教
や
宗
教
者
の
社
会
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
日
本
に
お
け
る
伝
道
の
課
題
と
、
共
通
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。

類
似
性
や
親
和
性
が
あ
っ
て
課
題
が
共
通
す
る
こ
と
が
、
広
狭
、
浅
深
、
顕
著
と
隠
微
な
ど
の
相
異
点
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
通
し
て
、
そ
の
短
所
や
長
所
な
ど
を
捉
え
直
す
契
機
と
も
な
り
得
る
。
つ
ま
り
従
来
の
伝
道
に
関
わ
る
実
践
の
一
つ
一
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当
論
文
に
お
い
て
は
、
概
括
的
な
論
述
に
終
始
し
た
感
が
否
め
な
い
。
し
か
し
実
践
真
宗
学
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
国
際
伝
道
論
研

究
の
総
合
的
な
研
究
の
結
実
に
向
け
た
端
緒
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
か
と
考
え
る
。

今
回
論
述
し
な
か
っ
た
一
つ
一
つ
の
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
研
究
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
は

当
論
文
で
論
究
し
た
と
お
り
、
国
際
伝
道
論
研
究
の
最
大
な
る
研
究
範
囲
を
意
識
し
つ
つ
、
研
究
範
囲
を
絞
り
、
研
究
目
的
を
明
確
に

し
て
、
相
応
し
た
研
究
方
法
を
取
り
上
げ
て
、
個
別
に
研
究
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
伝
道
論
研
究
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
は
、
ま
さ
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
い
の
ち
あ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
、
自
ら
と
は
国
籍
や
人
種
・
性
別
・
職
業
・
学
歴
・
言
語
・
文
化
・
所
属
組
織
等
が
異
な
る
人
々
に
、
積
極
的
な
伝
道
に

取
り
組
め
て
い
な
い
こ
と
を
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。
い
や
、
未
だ
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
に
遇
う
こ
と
を
得
て
い
な
い
い
の
ち
が
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
い
の
ち
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
も
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
国
際
伝
道
論
研
究
に
よ
っ
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

世
界
に
は
未
だ
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
に
遇
う
こ
と
を
得
て
い
な
い
人
が
多
数
い
る
。
そ
の
一
人
一
人
に
伝
道
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
思

う
と
、
想
像
を
絶
す
る
道
程
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
未
だ
法
に
遇
う
こ
と
を
得
て
い
な
い
人
が
多
数
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

っ
を
捉
え
直
す
こ
と
に
も
な
り
、
既
存
の
伝
道
に
関
す
る
資
源
や
環
境
、
た
と
え
ば
寺
院
と
い
う
施
設
や
伝
統
的
行
事
等
の
価
値
を
再

発
掘
し
得
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
伝
道
の
実
践
の
新
し
い
方
途
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
っ
て

国
際
伝
道
論
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
国
外
に
出
向
か
な
く
と
も
、
い
ま
こ
こ
で
浄
土
真
宗
の
伝
道
に
関
わ
る
実
践
者
と
し
て
、
大
き

な
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
研
究
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
る
。

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

ま
と
め
に
か
え
て

一
四
五



伝
道
の
可
能
性
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

国
際
伝
道
論
研
究
に
よ
っ
て
、
研
究
範
囲
の
広
さ
が
知
ら
さ
れ
、
研
究
目
的
の
多
様
性
か
ら
多
く
の
研
究
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
、

さ
ら
に
そ
の
個
別
の
研
究
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
研
究
方
法
か
ら
相
応
し
い
研

究
方
法
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

何
よ
り
、
自
ら
の
布
教
伝
道
の
実
践
を
振
り
返
ら
せ
、
自
ら
の
至
ら
な
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
同
時
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と

も
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義
の
一
つ
が
あ
る
と
示
し
て
お
き
た
い
。

百丁註
一…

（
３
）
国
際
際
真
宗
学
会
Ｈ
Ｐ
参
照
三
ｇ
筌
国
房
冒
ご
用
ミ
（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

（
４
）
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
則
」

（
５
）
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
法
」
第
四
○
条
二

（
６
）
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
則
」
「
国
際
伝
道
推
進
規
程
」
第
三
条

（
７
）
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
則
」
「
国
際
伝
道
推
進
規
程
」
第
九
条

（
８
）
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
達
」
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
開
教
地
指
定
条
例
」
「
メ
キ
シ
コ
開
教
地
指
定
条
例
」
「
台
湾
開
教
地
指
定
条
例
」

「
ネ
パ
ー
ル
開
教
地
指
定
条
例
」

（
９
）
『
宗
勢
要
覧
’
二
○
一
六
（
平
成
二
八
）
年
度
版
ｌ
』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
統
合
企
画
室
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
○
月
発

行
。
毎
年
度
発
行
さ
れ
本
願
寺
派
の
統
計
的
資
料
が
開
示
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
推
移
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅷ
）
本
願
寺
派
国
際
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
国
際
伝
道
講
座
参
照
耳
日
二
宮
忌
日
具
ご
ロ
巴
・
言
信
弓
画
昌
．
日
・
旨
母
亘
耳
目
員
の
異
①
琶
吋
乱
土
三
日
｝

（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

一
二
月
一
五
日
確
認
）

拙
稿
「
真
宗
伝
道
の
実
践
研
究
国
際
伝
道
の
実
状
か
ら
窺
う
」
『
真
宗
学
』
一
二
三
・
一
二
四
、
二
○
二
（
平
成
二
三
）
年

国
際
仏
教
文
化
協
会
Ｈ
Ｐ
参
照
茸
ｇ
ミ
ミ
君
君
．
国
①
、
弓
函
の
呂
冨
四
宮
彦
○
日
①
冨
需
ご
画
富
国
の
の
①
、
茸
昌
（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義
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（
Ⅲ
）
龍
谷
大
学
Ｈ
Ｐ
ｎ
ｅ
ｗ
Ｓ
「
穿
壱
①
を
利
用
し
た
特
別
講
義
を
実
施
【
実
践
真
宗
学
研
究
科
】
」
参
照
三
ｓ
の
ミ
ョ
ョ
急
．
暑
昊
○
百
．

胃
壱
言
の
言
①
言
里
①
三
昌
勺
詔
．
三
三
（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

（
妬
）
寺
本
知
正
「
Ｚ
ｏ
ｏ
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
）
宗
教
研
究
所
の
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
八
頁
．
「
編
集
室
よ
り
」
一
一
頁

（
『
房
ｍ
ｏ
ｚ
同
君
の
』
ｇ
・
巴
国
際
仏
教
文
化
協
会
二
○
一
五
（
平
成
二
七
）
年
二
月
）
参
照
茸
ｇ
二
言
急
言
国
の
君
訂
の
号
罠

国
言
彦
○
国
①
冨
需
言
言
屋
の
ロ
．
三
日
（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

（
妬
）
拙
稿
「
実
践
真
宗
学
に
お
け
る
研
究
方
法
の
研
究
」
『
真
宗
学
』
一
二
九
・
一
三
○
、
二
○
一
四
（
平
成
二
六
）
年

（
Ⅱ
）
本
願
寺
国
際
派
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
国
際
伝
道
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照
茸
ｇ
二
面
三
①
冒
豊
○
口
巴
．
言
信
言
囚
昌
．
○
局
・
旨
母
亘
三
日
こ
の
異
①
‐

琶
崗
乱
些
・
茸
旦
（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

（
ｕ
）
浄
土
真
宗
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
浄
土
真
宗
英
語
通
信
教
育
参
照
耳
ｇ
筌
箭
８
．
の
言
‐
言
四
．
日
廻
（
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
二
月
一

（
過
）
二
○
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度
開
教
使
課
程
委
員
会
に
お
い
て
「
開
教
使
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
て
答

〔
訂
正
】
拙
槁
「
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究
」
『
真
宗
学
』
一
三
三
、
二
○
一
六
（
平
成
二
八
）
年
の
註
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

左
記
の
通
り
訂
正
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

誤
内
藤
智
康
著
「
親
鶯
の
神
祇
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

正
内
藤
知
康
著
「
親
鶯
の
神
祇
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

申
作
成
し
て
検
討
中
。

五
日
確
認
）

国
際
伝
道
論
研
究
の
意
義

一
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